
令和６年度 日本遺産「麒麟のまち」推進協議会 事業進捗状況

令和６年度は、日本遺産事業地域活性化計画における自立・自走期間（３年間）の最終年度で

あり、令和７年度には認定継続に係る国（文化庁）の審査が予定されていることを踏まえ、これま

で以上に構成団体が情報共有・連携を密にしながら、情報発信、商品造成、普及啓発を中心とす

る取組を推進する。 

特に、令和６年度は、新型コロナウイルスの収束や円安効果により回復・増加傾向にある外国

人観光客に対する受入環境の充実や、民間企業・団体・住民との連携による各種事業の構築に力

を入れることにより、圏域への来訪者の増加、圏域内での周遊の促進、圏域内での住民意識の高

揚を図ることで、令和７年度からの認定継続をめざす。 

１．情報発信事業 

（１）日本遺産「麒麟のまち」推進協議会ウェブサイトの運営 【継続】 

日本遺産「麒麟のまち」の認知度向上を図るため、日本遺産「麒麟のまち」推進協議会の

ウェブサイト（日本・英・中国・韓国）を通じて、圏域内外への情報提供を行う。 

【進捗状況】 

 ・ホームページ累計アクセス数 約 15 万回 

 ・動画再生回数 全動画(63 本)累計 約 39 万 5 千回 

（２）各種プロモーション活動の実施  【継続】 

日本遺産「麒麟のまち」の認知度向上を図るため、「日本遺産フェスティバル」、「とっとり日本遺

産フォーラム」などのイベントへの参加や、各種媒体を活用した PR などを通じて、圏域内外への

情報提供を行う。 

【進捗状況】 

① 日本遺産・麒麟獅子舞パネル巡回展 

6 月 3日～28 日 香美町役場 香美ホール 

7 月 8日～22 日 ユートピア浜坂（新温泉町） 

8 月 1日～31 日 岩美町中央公民館 

9 月 17 日～23 日 道の駅 山陰海岸ジオパーク 浜坂の郷（新温泉町） 

9 月 28 日～10 月 31日 鳥取市歴史博物館 やまびこ館 

11 月後半～12月後半 芸術文化交流プラザ あーとふる八頭 

12 月 26 日～1月 26日 石谷家住宅（智頭町） 

2 月 若狭郷土文化の里 たくみの館（若桜町） 

② 「ル・ソレアル号」お出迎え対応 

4 月 15 日、フランスのクルーズ船「ル・ソレアル号」を浦富海岸でお出迎え対応。協

議会所有の麒麟獅子で乗客を噛み、今後の船旅の安全を祈願した。また、ノベルティも

配布し PRを行った。 
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③ 鳥取県 PRイベント「まるごと鳥取夏あそび」inららぽーと門真 

6 月 15 日、大阪府の大型ショッピングモール「ららぽーと門真」で実施された鳥取県

PR イベントに参加。パンフレットの配布や砂絵ワークショップで PRを行った。 

④ 因幡万葉歴史館「日本遺産・麒麟獅子舞展」 

6 月 22 日から 12 月 1 日まで、鳥取市の因幡万葉歴史館で日本遺産紹介パネル、ミニチ

ュア麒麟獅子などを展示。 

⑤ 鳥取環境大学「麒麟の知」 

6 月 26 日、鳥取環境大学の授業で「日本遺産を生かしたまちづくり」をテーマに講義

を行った。 

⑥ 藝能学会「令和 6年度藝能セミナー」 

6 月 29 日、二松學舍大学で行われた 藝能学会の「令和 6年度藝能セミナー」で麒麟獅

子舞について講演。参加者にパンフレットを配布し PR。 

⑦ 鳥取市民会館「麒麟のまち和太鼓の祭典」 

8 月 4 日、「麒麟のまち和太鼓の祭典」の開催に合わせ、会場の鳥取市民会館で日本遺

産関連展示を実施。 

⑧ 日本遺産フェスティバル in 会津若松 

10 月 26 日、27 日に福島県会津若松市にて開催される日本遺産フェスティバルに参加

（104 認定地域中 90 地域が参加）。鳥取県内の日本遺産で連携し、日本遺産公開講座で

の登壇し説明を行った。 

（３）日本遺産情報発信拠点施設の充実  【拡充】 

鳥取市因幡万葉歴史館をはじめとした圏域内の公立施設などと連携し、日本遺産情報発信コ

ーナーを充実するとともに、日本遺産ストーリーが理解できる新たなガイダンス施設の整備につ

いて検討を行う。 

【進捗状況】 

 6 月 22 日から因幡万葉歴史館で「日本遺産・麒麟獅子舞」がテーマの展示を実施（12月

1 日まで）。

（４）外国人観光客受入環境の充実  【新規】 

圏域を訪れる外国人観光客の利便性向上を図るため、外国語版パンフレット（英）や翻訳アプリ

（英・中・韓 等多言語）を通じて、ストーリーや構成文化財などの情報提供を行う。 

【進捗状況】 

 多言語翻訳サイト（FACERE）公開中。 

https://www.japanheritage-kirin.jp/ 

２．商品造成事業 

（１）麒麟獅子舞の体験体感プログラムの実施  【継続】 

圏域内外からの誘客や観光旅行商品の造成を図るため、保存会、高校、観光施設などと連携
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し、一般客を対象とした麒麟獅子舞の披露や鉦、太鼓などの体験プログラムを実施する。 

【進捗状況】 

 ・4月 27 日(土) 鳥取砂丘ビジターセンター（鳥取市） 

 ・6月 1日(土) 石谷家住宅（智頭町） 

 ・7月 21 日(日) 道の駅 きなんせ岩美（岩美町） 

 ・9月 23 日(月祝) 道の駅 山陰海岸ジオパーク 浜坂の郷（新温泉町） 

 ・9月 28 日(土) 鳥取砂丘ビジターセンター（鳥取市） 

 ・10 月 26 日(土) 八東総合運動公園（八頭町マルシェ）（八頭町） 

 ・11 月 17 日(日) 石谷家住宅（智頭町） 

 ・年度内 若桜宿内（若桜町） ※調整中 

（２）日本遺産「麒麟のまち」ツアー造成プログラム  【新規】 

日本遺産「麒麟のまち」ガイドの育成や観光旅行商品の造成を図るため、ガイド候補者や旅行

事業者を対象としたモデルコースツアーを実施する。 

３．普及啓発事業 

（１）「日本遺産・麒麟獅子舞フェスタ」の開催支援  【継続】 

日本遺産「麒麟のまち」の認知度向上や各保存会の連携強化を図るため、保存会などで構成

する実行委員会が主催する「日本遺産・麒麟獅子舞フェスタ ２０２４」の開催に対する支援を実施

する。令和６年度はとっとり日本遺産ネットワーク会議主催「とっとり日本遺産フォーラム」との同

時開催を予定。 

【進捗状況】 

岩美町制7０周年記念 とっとり日本遺産フォーラム・麒麟獅子舞フェスタ ２０２４ 

日時：令和６年８月２５日(日) 

場所：岩美町中央公民館（鳥取県岩美郡岩美町浦富１０３８－６） 

入場者数：約 １,５００名 

（２）麒麟獅子舞サポータークラブの運営  【継続】 

日本遺産「麒麟のまち」の認知度向上と保存・活用に向けた圏域住民の意識高揚を図るため、

「日本遺産・麒麟獅子舞サポータークラブ」への情報提供や、会員を対象とした交流会などを実施

する。 

【進捗状況】 

 会員数：274（9月末現在）

（３）日本遺産・麒麟獅子舞の保存継承プログラムの実施  【継続】 

日本遺産「麒麟のまち」の認知度向上と麒麟獅子舞の担い手を発掘・育成するため、智頭農林

高校や浜坂高校などと連携し、段ボール麒麟獅子づくりや舞を体験する子ども向けワークショッ

プを実施する。
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令和７年度 日本遺産「麒麟のまち」推進協議会 事業計画（案）

令和７年度は、認定継続に係る国（文化庁）の審査が実施される年度であり、新たに始まる審査

期間３年間の初年度となる。引き続き、構成団体が情報共有・連携を密にしながら、情報発信、商

品造成、普及啓発等の取組を推進する。 

特に、デジタル田園都市国家構想推進交付金を活用した外国人観光客受入環境の充実や日

本遺産のブランディング等の各種事業に力を入れ、圏域への来訪者の増加、圏域内での周遊の

促進、圏域内での住民意識の高揚を図る。。 

１．情報発信事業 

（１）日本遺産「麒麟のまち」推進協議会ウェブサイトの運営  【継続】 

日本遺産「麒麟のまち」の認知度向上を図るため、日本遺産「麒麟のまち」推進協議会の

ウェブサイト（多言語）を通じて、圏域内外への情報提供を行う。 

（２）各種プロモーション活動の実施  【継続】 

日本遺産「麒麟のまち」の認知度向上を図るため、「日本遺産フェスティバル」、「とっとり日本遺

産フォーラム」などのイベントへの参加や、各種媒体を活用した PR などを通じて、圏域内外への

情報提供を行う。 

（３）外国人観光客受入環境の充実  【拡充】 

圏域を訪れる外国人観光客の利便性向上を図るため、翻訳アプリ（英・中・韓 等多言語）を通

じて、ストーリーや構成文化財などの情報提供を行う。また、多言語のガイドマップを作成し、各地

域の観光案内所や構成文化財に設置する。 

（４） グッズ、ノベルティ作成 【新規】 

麒麟獅子や日本遺産のイラストをデザインしたステッカー、ノベルティを新規作成し配布、使用

いただくことで日本遺産「麒麟のまち」を PRする。 

２．商品造成事業 

（１）麒麟獅子舞の体験体感プログラムの実施  【拡充】 

圏域内外からの誘客や観光旅行商品の造成を図るため、保存会、高校、観光施設などと連携

し、一般客を対象とした麒麟獅子舞の披露や鉦、太鼓などの体験プログラムを実施する。 

また、既存イベント等での麒麟獅子舞披露の回数を増やし、訪日外国人観光客等が麒麟獅子

を観る機会を増やす取組を強化する。 
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（２）商品造成・ブランディング事業  【新規】 

日本遺産をテーマとした食メニューの開発や着地型旅行商品の造成やガイド育成など、日本遺

産を活用した地域コンテンツのブランディング事業を行う。 

また、日本遺産「麒麟のまち」ウェブサイトを、圏域情報を一体的に発信している鳥取市観光サ

イトサーバー内に移転させ、閲覧数の増加を狙うとともに、観光コンテンツの新規掲載に取り組む。 

（３）新商品開発支援事業  【新規】 

商品開発を「道の駅連絡会」に委託し、各観光協会など民間の創意工夫を活用し、麒麟のまち

圏域内での販売につなげる。 

３．普及啓発事業 

（１）日本遺産・麒麟獅子舞の保存継承プログラムの実施  【拡充】 

日本遺産「麒麟のまち」の認知度向上と麒麟獅子舞の担い手を発掘・育成するため、高校や保

存会などと連携し、段ボール麒麟獅子づくりや舞を体験する子ども向けワークショップを実施する。 

また、圏域内の小中学校へ出向き、出前講座を実施する。 

（２）「日本遺産・麒麟獅子舞フェスタ」の開催支援  【継続】 

日本遺産「麒麟のまち」の認知度向上や各保存会の連携強化を図るため、保存会などで構成

する実行委員会が主催する「日本遺産・麒麟獅子舞フェスタ ２０２５」の開催に対する支援を実施

する。 

４．施設整備事業 

（１）日本遺産構成文化財解説板等の修繕  【新規】 

現地審査で訪問予定個所の構成文化財解説板等の修繕を行う。 
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１ 収入の部 （単位：円）
区  分 R6予算額 R7予算額 差 額 R6 備  考

市町負担金（交付金事業分） 0 14,100,000 14,100,000 鳥取市  11,280,000（1/2は交付金収入あり）
各町        470,000（1/2は交付金収入あり）

市町負担金（経常分） 4,500,000 1,500,000 ▲ 3,000,000 鳥取市  1,200,000
各町       50,000

負担金 250,000 275,000 25,000 鳥取市観光ジオパーク推進課から
翻訳ウェブアプリ負担金

販売収入 100,000 0 ▲ 100,000 PRグッズ等販売
協賛金 100,000 0 ▲ 100,000 企業協賛金等
前年度繰越金 100,000 100,000 0

合  計 5,050,000 15,975,000 10,925,000

２ 支出の部 （単位：円）
区  分 R6予算額 R7予算額 差 額 備  考

情報発信事業 2,913,000 3,575,000 662,000

①日本遺産「麒麟のまち」ホーム
ページ保守管理業務

528,000 275,000 ▲ 253,000
新規HP ６月開設と仮定

②各種プロモーション活動等 1,135,000 800,000 ▲ 335,000 イベント旅費等

③外国人観光客受入環境整備事業 1,250,000 1,500,000 250,000 翻訳ウェブアプリ使用料 550,000
多言語ガイドマップの作成  950,000

④グッズ、ノベルティ作成 0 1,000,000 1,000,000 ステッカー、ノベルティ作成

商品造成事業 950,000 10,600,000 9,650,000

①麒麟獅子舞の体験体感プログラ
ム

400,000 600,000 200,000 体験体感プログラム及びイベント等での保存会謝
金

②日本遺産「麒麟のまち」ツアー
造成プログラム

550,000 0 ▲ 550,000

★ ③商品造成・ブランディング事業 0 9,000,000 9,000,000
★ ④新商品開発支援事業 0 1,000,000 1,000,000 新商品開発支援（道の駅連絡会）
普及啓発事業 910,000 1,000,000 90,000
①麒麟獅子舞保存継承のプログラ
ム

110,000 200,000 90,000 こども向けワークショップ、
小中学校での出前授業

②麒麟獅子舞フェスタの開催支援 800,000 800,000 0 日本遺産・麒麟獅子舞フェスタ実行委員会への補
助

施設整備事業 0 300,000 300,000
★ ①構成文化財看板等修繕 0 300,000 300,000 現地審査対応修繕
その他 277,000 500,000 223,000
①日本遺産連盟負担金 20,000 20,000 0
②事務費等 257,000 480,000 223,000 会議旅費、通信費、消耗品等

合  計 5,050,000 15,975,000 10,925,000
★は新規事業、赤字は交付金事業

日本遺産「麒麟のまち」推進協議会
令和7年度収支予算（案）
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